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研究成果の概要（和文）：Ａ県内の母親の育児ストレス状況や支援ニーズを分析し，本学を拠点とした新たな子育て支
援活動を実践し，評価をした.その結果，母親の育児力の低下は明らかで，母親自身も一人きりの子育てによる孤立感
を感じ，相談できる場所や支援者を求めていた．
そこで，SNSを活用した育児支援システムを立ち上げ効果を検証した．母親から，「楽しい」「活用できる」等の感想
が得られた一方，安心できる仲間となら使いたいという母親もおり，運用上の課題も見つかった．

研究成果の概要（英文）：We analyzed child-rearing stress situations and support needs of mothers in 
Prefecture “A,” implemented a new childrearing support system at our University, and evaluated it. The 
results showed that mothers’ parenting skills have evidently declined. A mother engaged in childrearing 
alone feels a sense of isolation and looks for a place that she can feel free to visit and for supporters 
whom she can consult.
 Thus, we set up a child-care support system utilizing SNS and verified its effect. We were able to 
obtain impressions such as “delightful” and “can be utilized” from mothers, while some mothers 
commented they “would like to use the system only with their reliable companions.” We considered these 
comments as operational issues to be addressed.

研究分野：小児看護学
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１．研究開始当初の背景 
近年，育児不安を持つ母親が増えている

ことや乳幼児虐待が社会問題となっており，

子育て中の母親のストレス状況の把握やそ

の支援方法についての検討が進められてい

る．しかし，核家族化が進むことで祖父母

からの経験的な育児方法の伝達の機会も減

少し，家族の育児機能の低下を招いている．

また，地域のつながりが希薄化している状

況もあり，育児サポートの機能も十分には

期待できない．その中で，子どもにどう接

していいのかわからないなどの悩みや不安

を抱えている母親は，相談する相手も乏し

く，育児の孤立化が起こっている 1）． 

そこで，個々の子育て環境に合わせて，

母親のニーズに沿った支援のあり方を検討

することが必要と考えた 2）． 
２．研究の目的 
本研究の目的は，2012年度に調査したＡ

県内の子育て中の親の育児ストレス状況や

支援に関するニーズをもとに，その現状を

分析し，本学を拠点とした新たな子育て支

援活動を実践し，その評価をすることとし

た. 

子育て支援活動としては，①SNS(Social 

Networking Service)を活用した支援活動

と，②本学の子育て支援に関わる専門家と

学生，地域の子育てに関わる専門職の協働

による子育てイベントであった． 
３．研究の方法 
（１）地域子育て支援センターの活動に参 

加した子どもの親を対象としたアンケ

ート結果の分析． 

対象者はＡ県内 6 地域を網羅した 16

施設，計 530 名の母親．調査内容は属性，

育児ストレス，ストレス解消法とその効

果，育児サポートへのニーズや悩み, 

SNS について等．分析方法は地域特性

や年齢，子ども数とストレスやストレス

解消法等とニーズ等との関連について

統計的分析を行った.分析ソフトは

PASW Statistics Ver.21 を使用． 

（２）子育て支援に関わっている専門職者

へのインタビュー調査 

保育士,保健師,助産師各 10 名前後に

「子育て家庭の不安や悩みの状況」と

「どのような支援を実施しているか，あ

るいはどのような支援が必要か」などに

ついて半構成的面接法によってデータ

収集し，質的に分析した． 

（３）大学内および地域子育て支援センタ

ーにおける支援活動と母親の育児スト

レス軽減の効果の分析 

 ①子育て支援活動の定期的実施と効果の

検証．大学施設内および子育て支援セン

ターにおいて，研究者らが主体となって

子育てイベントを実施し，その効果を分

析した． 

 ②講演会の開催とその効果の検証 

（４）SNSツールを使った子育て支援の開

発及び稼働．（1）～（3）の研究によっ

て，地域の子育て中の母親の現状を把握

した上で，SNS活用による効果判定のた

めに，SNSを利用した 12 名を対象とし

てインタビュー調査を行い，分析した． 

４．研究成果 

研究方法の(1)～（4）に沿って，以下に 

述べる． 

(1)地域子育て支援センターの活動に参加

した子どもの親を対象とした調査結果の

分析によって，以下の４点が明らかにな

った． 

①子育ての悩みは，子どもの健康や成長発

達に関することが多いが，子どもとの関

わり方や夫や祖父母との関係調整など多

岐に亘っていた． 

②子育てのストレス解消は夫や親，友人と

の関わりを通して行っていたが，友人と

の関わりには地域差があった． 

③育児サポートに対するニーズとしては，

気軽に集える交流の場や相談の場を求め



ていた． 

④育児ストレスに中で「一人きりの子育て」

や「子どもの世話をしなければならない」

と捉えることがストレスとなり，夫の無

理解や非協力的態度がストレスを強めて

いた． 

（２）各専門職者へのインタビュー調査の

結果，以下の３点が明らかになった． 

①保育士 10 名へのインタビュー結果から，

母親の育児力は低下していること，相談

者の不在が顕著であること，ネットで友

人を探す親が増えていることなどが明ら

かになった． 

②助産師７名へのインタビュー結果から，

助産師としての課題として，地域での活

動を広げ，長期的な視点で継続した支援

をする必要があると捉えていた． 

③保健師８名へのインタビュー結果から，

母親からの相談は日々の食事や服装，世

話の実際などのことが増加しており，

様々な情報の中での適切な選択方法につ

いて悩んでいると捉えていた． 

（３）研究者らの企画した支援活動の効果 

 ①大学施設内および子育て支援センター 

において，「産後ヨガ」「おもちゃ作り」 

「クリスマスリース作り」など，母親の 

リフレッシュを目指したイベントを計 

10回実施し，その効果を分析した． 

 70名の母親の参加があり，参加の評価 

は「とても良かった」「良かった」が 69 

名であった．理由として「イベントの間 

子どもを預かってくれる」「体を動かせて 

リラックスできた」などがあった． 

 ②講演会の開催とその効果の検証 

  平成 27 年度に汐見稔幸先生を講師と

した子育て支援講演会を実施した．170

名の参加があり，「とても良かった」65％，

「良かった」11％と好評であった(参加者

の 24％は無回答)．「コーチング的な関わ

り方が参考になった」など今後の育児の

参考になったという感想が多かった． 

（４）SNSツールを使った子育て支援の開

発及び稼働とその効果の検証 

SNS を活用した子育て支援システム

「すだっち」をWeb上に立ち上げ，登録

制の子育て仲間を作った．その活動に先

立ち，使用ルールを作成し，リーフレッ

トを用いて県内各子育て支援センターに

来る母親にセンター職員の協力を得なが

ら説明し，仲間を募った． 

その活動の成果検証のために「すだっ

ち」を活用した母親 12 名にインタビュ

ーを行い，内容を分類した．その結果，

以下の 3点がわかった．①SNSを用いた

書き込みやコメントのやり取りは，市内

の母親は顔見知りでないと抵抗がある．

②郡部に住む母親は，顔見知りでなくて

も SNS を用いた仲間とのやり取りを楽

しく捉えていた．③子育てに関する大学

の専門家のコメントは，市内と郡部の両

方の母親とも役立ったと捉えていた． 

以上のことから，Ａ県内においても母

親の育児力の低下は明らかであり，母親

自身も一人きりで子育てをしている孤立

感を感じ，相談できる場所や支援者を求

めていることがわかった．気楽に周囲の

人と関係が持てる SNS を活用したシス

テムは，母親から「楽しい」「活用できる」

などの感想が得られたが，一方，安心で

きる仲間となら使いたいという母親もお

り，運用上の課題も見つかった． 
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